











































3．作 品 分 析























っている。彼のピアノ曲においては《5 Bagatelles 5 つのバガテル》








ピアノのための《ソナタ ヘ長調》の楽章構成は，1 楽章《Animé 活発
な》，2楽章《Très vif とても速く》，3楽章《Très lent とても遅く》，4楽章















第 1主題（譜例 2）は，まず低音で 3連符と 8分音符による重々しい足取り
と，高音から下降してくる経過句的な対比からなる。この 2つの動機からな
る主題は上向，下降と異なる対比を構成している。次に現れる第 2 主題は，






第 1主題は次に，「Comme un recitative レチタティーボのように」「subito







譜例 2 第 3楽章第 1主題





3. 2 歌曲《ポール・エリュアールの 6つの詩》より，第 6曲《Tous dispa-
rut. . . いっさいが消えた》
この歌曲の出版は 1948年だが，それよりも 8年前の 1940年にオーリック
はすでにこの作品を書き終えている。このエリュアールの詩の出典は，1929
年から 1940年の間に書かれた異なる 3 つの詩集からであり，第 1～4 曲は
1929年シュールレアリスム時代に書かれた『L’Amour la Poésie 愛・詩』に
見出せる。第 5曲《On ne peut me connaitre》は，1936年の『Les Yeux fer-
tiles 豊饒の瞳』の冒頭の詩句である。そしてここで考察する第 6曲《いっさ
譜例 5 第 3楽章循環主題変奏
譜例 4 第 3楽章第 1主題第 1変奏
２２０ ジョルジュ・オーリック






























最後の詩句「vivaient d’un univers sans bornes. はてしない世界を生きてい
た。」では，歌がドミナントの嬰ト音から解放され，最後に主音の嬰ハ音へと
向かう 4度音程の半音階上昇順次進行となる（譜例 8）。
譜例 6 《Tous disparut...》1−3小節
譜例 7 《Tous disparut...》4−5小節
２２２ ジョルジュ・オーリック
《Tout disparut…》 《いっさいが消えた》
Tout disparut même les toits même le ciel いっさいが消えた 屋根も 空も
Même l’ombre tombée des branches やわらかい苔の山頂に
Sur les cimes des mousses tendres 枝々から落ちた影さえも
Même les mots et les regards bien accordés みごとな調和をたもつことばとまなざしも
Soeurs miroitières de mes larmes わたしの涙で鏡を作る姉妹たち
Les étoiles brillaient autour de ma fenêtre 星たちはわたしの窓のまわりに輝いていた
Et mes yeux refermant leurs ailes pour la nuit 夜のために翼をとざすわたしの瞳は

















3. 3 バレエ音楽《フェードル》より，第 5曲《アリシーへのイポリートの愛
の告白のダンス》
1950年に初演された《Phèdre フェードル》（出版は 1954年）は，昨年（2012


























経過句的な要素を持つ B 部分を挟む ABA’ という形をとる。速度記号は
























































・Roy, Jean. Le Group des Six, Paris, Seuil, 1994
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